Identification of ISG12b as a putative interferon inducible adipocytokine which is highly expressed in white adipose tissue by 大垣 聡子
Identification of ISG12b as a putative
interferon inducible adipocytokine which is
highly expressed in white adipose tissue
著者 大垣 聡子
内容記述 Thesis (Ph. D. in Medical
Sciences)--University of Tsukuba, (A), no.
4483, 2007.7.25
Joint authors: Kaoruko Iida ... et al.
















る 3T3L1 細胞に IFN aを投与し ISG12b遺伝子の発現をノーザンブロットで検討した。3）BL6 マウスに IFN 
a（1× 104U/個体）を毎日 1週間腹腔内投与し，白色脂肪組織での ISG12b遺伝子の発現をノーザンブロッ
トで検討した。
　4）ISG12b遺伝子のプロモーター領域を解析するため 3T3L1 細胞を用いて luciferase assay（LUC）を行った。
マウスゲノムから PCR法で ISG12b遺伝子の転写開始部位の上流 2170bpを増幅し，LUC vectorである pGL3 
basic vectorに挿入し，5’側から段階的に欠失させた deletion vectorlを作成した。5）Interferon stimulated 
response elements region（ISRE）を特定するため ISG12b遺伝子の TATA boxの上流 5593bpをマウスゲノムか
らいくつかの部位に分割し PCR法で増幅し pGL3 promoter vectorに挿入し，LUCで検討した。
　6）ISG12b遺伝子の機能解析を行うため，まず，BL6 マウスの脂肪組織を未成熟な脂肪細胞と成熟した脂
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が認められた。2）3T3L1 細胞では IFN aを培地 1mlあたり 100U/ml添加することにより十分な ISG12b遺伝
子の発現増加が認められた。3）IFN aを投与した BL6 マウスの白色脂肪組織でも ISG12b遺伝子の発現増加
を認めた。
　4）ISG12b遺伝子のプロモーター領域を LUC解析した結果では，deletionにより活性の上昇が認められた。





















審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究は，脂肪細胞由来の分泌蛋白遺伝子である ISG12 について，発現と機能解析を目的として，ノーザ
ンブロット解析，ルシフェラーゼ解析などを行った。結果として，ISG12は成熟した白色脂肪組織に高発現し，
インターフェロンα刺激により誘導され，レプチンと共発現するアディポサイトカインであることを明らか
にした。本研究成果はユニークであり，国際的にも高く評価されている。
　よって，著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
